






 

 巣状糸球体病変を生検材料より診断する上で,腎皮質内における障害糸球体

の分布様相を明確にする必要がある。巣状糸球体硬化症に際して,主として皮髄

境界部皮質に障害糸球体が多く分布を示 1),病変の進行に伴い皮質表層にもみ

られることが知られており 2)3),また糸球体数の限定された生検材料より,微

小病変(minor glomerular abnormalities),巣状糸球体腎炎(focal GN.)と鑑別

することは必ずしも容易でない。したがって本質的に異った疾患であり,形態学

的に巣状糸球体病変を呈する多くの疾患が混在する可能性がある。このような

観点から障害糸球体の腎内分布様相究明の一環として,本研究が意図され,今回

は急性及び慢性腎盂腎炎を対象とした。 


